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福
井
工
業
大
学
後
援
会
の
会
員
及
び
関
係
者
の
皆
様
、
日
頃
は

後
援
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
副
会
長
に
拝
命
い
た
し
ま
し
た
増
田
秀
勝
と
申
し

ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
中
屋
会
長
を
補
佐
し
皆
様
の

ご
指
導
の
下
、
会
運
営
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
問
題
か
ら
一
年
以
上
が

過
ぎ
、
学
生
た
ち
の
学
習
ス
タ
イ
ル
か
ら
私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ

ル
ま
で
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
変
化
の
是
非
が
問
わ

れ
る
時
期
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
歴
か
学
力
か
と
問
わ
れ
た
と
き
に
、
学
力
を
活
か
し

世
間
の
お
役
に
立
て
る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
後
援
会
活
動
を
通
し
て
就
職
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
の
支

援
を
行
い
、
更
に
は
学
生
た
ち
が
大
学
生
活
を
安
心
し
て
過
ご
せ

る
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
た
ち
が
社

会
に
出
て
コ
ロ
ナ
禍
で
培
っ
た
学
力
が
発
揮
で
き
る
、
そ
し
て
学

ん
だ
分
だ
け
明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
つ
つ
、
中

屋
会
長
を
筆
頭
に
後
援
会
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
皆
様
、
後
援
会
活
動
に
引
続
き
ご
理
解
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
井
工
業
大
学
後
援
会　

副
会
長 　

増
　
田
　
秀
　
勝

　

本
年
度
、
後
援
会
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
廣
瀬
と

申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
新
入
生
並
び
に
保
護
者
の
皆
様
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
よ
う
こ
そ
福
井
工
業
大
学
へ
。
ま
た
、
後
援
会
会

員
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
後
援
会

活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
定
期
総
会
に
て
、
皆
様
に
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂

く
と
こ
ろ
で
す
が
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
書
面
開
催
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
会
報
を
通
じ
て
、
ご
挨
拶
が
で
き
ま
す
こ
と
、
本
当
に
ほ
っ
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
今
後
の
事
業
展
開
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓

延
な
ど
に
よ
り
、
変
更
等
も
出
て
く
る
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
可
能
な
限
り
、
実
施
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

非
常
に
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
も
引

き
続
き
後
援
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

福
井
工
業
大
学
後
援
会　

副
会
長 　

廣
　
瀬
　
隆
　
幸

ご
　
挨
　
拶
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今
年
度
の
定
期
総
会
（
通
常
総
会
）
の
開
催
は
、
5
月
29
日
に
本
学
で
実
施
の

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
来
の
開

催
形
式
で
は
な
く
、
書
面
に
よ
る
ご
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。　

○
総
会
成
立
に
つ
い
て

　

後
援
会
規
約
第
15
条
に
則
り
、
総
会
は
会
員
総
数
の
3
分
の
1
以
上
を
持
っ
て
開
会

　

・
後
援
会
会
員
数　
　
　
　

２
１
８
２
名

　

・
議
決
権
行
使
書
提
出
数　
　

８
９
４
名

　

・
参
加
率
（
提
出
率
）　　
　

 

４
０
・９
％

　

以
上
に
よ
り
、
議
決
権
行
使
書
の
提
出
を
以
て
本
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

○
各
議
案
に
つ
い
て

　

後
援
会
規
約
第
15
条
第
4
項
に
則
り
、
議
事
は
出
席
者
（
＝
議
決
権
行
使
書

提
出
）
の
過
半
数
を
持
っ
て
成
立

　

・
第
1
号
議
案　
福
井
工
業
大
学
後
援
会
規
約
改
正
の
件

　
　
　

賛
成　

８
８
０
票　

／　

反
対　

１
票　

／　

無
効　

13
票　

　

・�

第
2
号
議
案
令
和
2
年
度
福
井
工
業
大
学
後
援
会
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
の
件

　
　
　

賛
成　

８
７
９
票　

／　

反
対　

２
票　

／　

無
効　

13
票

　

・
第
3
号
議
案　

令
和
3
年
度
福
井
工
業
大
学
後
援
会
役
員
改
選
の
件

　
　
　

賛
成　

８
８
１
票　

／　

反
対　

０
票　

／　

無
効　

13
票

　

・
第
4
号
議
案　
令
和
3
年
度
福
井
工
業
大
学
後
援
会
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
の
件

　
　
　

賛
成　

８
７
８
票　

／　

反
対　

３
票　

／　

無
効　

13
票

　

記
載
の
通
り
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
に
よ
る
承
認
決
議
と
な

り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
書
面
開
催
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
後
援
会

役
員
一
同
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
後
援
会
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
を
も
っ
て
役
員
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
８
名
の
方
へ
感

謝
状
を
送
付
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

令 和 3 年 度

後援会定期総会報告について

令和3年度  福井工業大学後援会役員

理　事 福井県 髙　島　直　子
理　事 福井県 吉　田　ますみ
理　事 福井県 酒　井　保　典
理　事 福井県 中　川　寿美江
理　事 熊本県 安　川　　　純
理　事 静岡県 葭　田　悦　江
理　事 福岡県 魚　住　亜　弥
理　事 和歌山県 井　元　晴　彦
理　事 和歌山県 中　野　貴　史
理　事 滋賀県 吉　原　邦　彦
理　事 福井県 栁　町　英　利
理　事 福井県 吉　田　貴　子
理　事 福井県 平　井　正　幸
理　事 福井県 小　林　恵美子

理　事 石川県 三　瀬　由　美
理　事 石川県 山　廣　純　子
理　事 石川県 田　中　さかえ
理　事 石川県 埴　田　大　助
理　事 富山県 川　波　智　香
理　事 滋賀県 速　形　俊　久
理　事 兵庫県 大　山　由梨香
理　事 福井県 竹　原　大　輔
理　事 福井県 内　海　昭　三
理　事 福井県 大　島　寛　一
理　事 福井県 山　口　麻友子
理　事 福井県 山　崎　真　樹
理　事 石川県 宮　吉　俊　行
理　事 富山県 荻　澤　裕　美

理　事 愛知県 西　尾　仁　志
理　事 和歌山県 藪　　　雅　仁
理　事 福井県 川　畑　文　美
理　事 福井県 田　村　成　実
理　事 福井県 宮　澤　挙　江
理　事 福井県 佐　藤　眞　喜
理　事 福井県 横　山　る　み
理　事 京都府 増　田　義　人
理　事 大阪府 川　崎　千　左
理　事 愛知県 大　西　弥　生
理　事 佐賀県 立　川　　　実
理　事 熊本県 石　松　しのぶ

（順不同）

副会長 福井県 増　田　秀　勝
監　事 福井県 内　藤　京　子

副会長 福井県 廣　瀬　隆　幸
監　事 福井県 加　藤　　　豊

会　長 福井県 中　屋　斉　明
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[ 収入の部 ] （単位　円）

項　　目 予算額 決算額 予算との差異 備　　考

会 費 17,100,000 17,542,500 △ 442,500

会 費 17,100,000 17,542,500 △ 442,500 ＠7,500×2,339名

雑 収 入 100,000 146 99,854

雑 収 入 100,000 146 99,854 預金利子

繰 越 金 13,370,618 13,370,618 0

前年度繰越金 13,370,618 13,370,618 0

収 入 合 計 30,570,618 30,913,264 △ 342,646

[ 支出の部 ] （単位　円）

項　　目 予算額 決算額 予算との差異 備　　考

会 議 費 400,000 0 400,000

会 議 費 400,000 0 400,000 ※ 役員会議は書面
開催のため

需 要 費 1,300,000 1,142,497 157,503

消 耗 品 費 100,000 54,813 45,187 事務用品

通 信 費 1,000,000 891,224 108,776

会報発送、定期総会・
役員会書面開催書類発
送、インフルエンザ予
防接種補助発送料、相
談用紙受取人払送料

印 刷 費 200,000 196,460 3,540 封筒等印刷代

事 業 費 25,230,000 17,521,725 7,708,275

厚 生 補 導 費 12,630,000 12,049,440 580,560
通信環境構築補助、
インフルエンザ予防
接種補助 (学内・学外 )

クラブ活動費 6,000,000 1,915,751 4,084,249 地区大会、全国大
会出場補助

英語留学支援費 1,200,000 0 1,200,000 ※語学研修、
 学内TOEIC実施せず

就 職 支 援 費 1,500,000 1,430,764 69,236 就活手帳配布、キャ
リアセンター事業等

地 区 活 動 費 2,500,000 757,650 1,742,350

オンライン会議用パソコン 
※ 地区懇談会は実施せず、
就職セミナーはオンデ
マンド (動画 )開催

創立記念積立金 300,000 300,000 0

会 報 発 行 費 1,100,000 1,068,120 31,880 会報発行（4月、10月）

慶 弔 費 150,000 60,000 90,000

慶 弔 費 150,000 60,000 90,000

旅 費 800,000 5,000 795,000

旅 費 800,000 5,000 795,000 会議、監査等にお
ける役員移動費

大学祭補助費 1,500,000 0 1,500,000

大学祭補助費 1,500,000 0 1,500,000 ※大学祭　中止

雑 費 50,000 27,324 22,676

雑 費 50,000 27,324 22,676 振込手数料等

予 備 費 1,140,618 0 1,140,618

予 備 費 1,140,618 0 1,140,618

支 出 小 計 30,570,618 18,756,546 11,814,072

繰 越 金 0 12,156,718 △ 12,156,718

次年度繰越金 0 12,156,718 △12,156,718

支 出 合 計 30,570,618 30,913,264 △342,646

[ 積立金会計 ] （単位　円）

名　　称 前年度残高 今年度積立金 今年度取崩額 今年度末残高 備考

創立80周年
記念積立金 0 300,000 0 300,000

令和2年度  収支決算書
（令和2年4月1日〜令和3年3月31日）

[ 収入の部 ] （単位　円）

項　　目 前年度決算額 本年度予算額 前年度決算
額との差異 備　　考

会 費 17,542,500 17,272,500 △ 270,000

会 費 17,542,500 17,272,500 △ 270,000 ＠7,500×2,303名

雑 収 入 146 30,000 29,854

雑 収 入 146 30,000 29,854 預金利子など

繰 越 金 13,370,618 12,156,718 △ 1,213,900

前年度繰越金 13,370,618 12,156,718 △ 1,213,900

収 入 合 計 30,913,264 29,459,218

[ 支出の部 ] （単位　円）

項　　目 前年度決算額 本年度予算額 前年度決算
額との差異 備　　考

会 議 費 0 400,000 400,000

会 議 費 0 400,000 400,000 役員会諸経費

需 要 費 1,142,497 1,300,000 157,503

消 耗 品 費 54,813 100,000 45,187 送付用封筒、文房具

通 信 費 891,224 1,000,000 108,776 総会、会報、各種
案内発送

印 刷 費 196,460 200,000 3,540 上記資料印刷費

事 業 費 17,521,725 18,600,000 1,078,275

厚 生 補 導 費 12,049,440 6,700,000 △ 5,349,440

予防接種1百万＋通信
環境構築補助（＠5000
×1年生学生数）2.7
百万 +コロナ対策費
（サーモグラフィー体
温計・除菌シート・抗
原検査等）3百万

クラブ活動費 1,915,751 6,000,000 4,084,249 全国大会出場補助

英語留学支援費 0 1,000,000 1,000,000

TOEIC受験、海外
語学留学補助（夏
中止、令和4年春
のみ実施予定）

就 職 支 援 費 1,430,764 1,500,000 69,236 キャリアセンター事業

地 区 活 動 費 757,650 2,000,000 1,242,350 地区懇談会、
就職セミナー費用

創立記念積立金 300,000 300,000 0

会 報 発 行 費 1,068,120 1,100,000 31,880 年2回発行予定

慶 弔 費 60,000 150,000 90,000

慶 弔 費 60,000 150,000 90,000

旅 費 5,000 500,000 495,000

旅 費 5,000 500,000 495,000 式典等における
役員移動費

大学祭補助費 0 3,000,000 3,000,000

大学祭補助費 0 3,000,000 3,000,000

雑 費 27,324 50,000 22,676

雑 費 27,324 50,000 22,676

予 備 費 0 5,459,218

予 備 費 5,459,218

支 出 小 計 18,756,546 29,459,218

繰 越 金 12,156,718 0

次年度繰越金 12,156,718 0

支 出 合 計 30,913,264 29,459,218

[ 積立金会計 ] （単位　円）

名　　称 前年度残高 今年度積立金 今年度取崩額 今年度末残高 備考

創立80周年
記念積立金 300,000 300,000 0 600,000

令和3年度  収支予算書
（令和3年4月1日〜令和4年3月31日）
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5

月 主　　要　　行　　事 就　職　活　動　支　援 ク　ラ　ブ　活　動　支　援

4 自己分析Webテスト（4/5～8）
就職ガイダンス①「就活準備スタートアップ講座」
（4/22配信）

5 後援会会報第62号発行 （5/1）
後援会役員会 （5/22オンライン開催）
後援会定期総会 （書面開催）
保護者懇談会（5/29福井地区）
TOEIC学内試験（5/29）

就職ガイダンス②「インターンシップのためのES対策
講座」（5/20配信）

6 地区懇談会 （地方5会場）
 
　6月  6日 ：滋賀地区（彦根市）
　6月13日 ：富山地区（富山市）
　6月20日 ：東海地区（名古屋市）
　6月27日 ：関西地区（大阪市）

就職ガイダンス③「インターンシップのための自己分析
講座」（6/17配信）
ミニ合同企業説明会（兵庫県企業限定  6/2～3配信）
インターンシップ企業説明会（6/23～25）

全日本大学ホッケー王座決定戦（ホッケー部）
日本学生陸上競技個人選手権大会（陸上競技部）
全日本学生柔道優勝大会（柔道部）
日本アマチュアゴルフ選手権競技（ゴルフ部）
全国大学ゴルフ対抗戦（ゴルフ部）
全日本大学野球選手権大会（硬式野球部）

7 　7月  4日 ：石川地区（金沢市）

TOEIC学内試験（7/10）

就職ガイダンス④「インターンシップのための身だしな
み・マナー講座」（7/8配信）
就活手帳配布

全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会（剣道部）

8 インターンシップ企業研修
就職ガイダンス⑤「前期総まとめ講座」（8/5配信）
海外インターンンシップ募集開始（2年生対象）
※2月実施予定

全日本学生カヌースプリント選手権大会（カヌー部）
日本学生ゴルフ選手権競技（ゴルフ部）

9 後援会会報第63号発行
前期末学位記授与式（9/29）

キャリアリーダーズキャンプ（8/30～9/1）
就職ガイダンス⑥「自己分析webテストフォローアップ
ガイダンス」（9/30）

全日本大学ホッケー大会（ホッケー部）
全日本カヌースプリント選手権大会（カヌー部）
日本学生陸上競技対校選手権大会（陸上競技部）

10 大学祭（10/9～10）　
後援会役員会（10/9）
秋季保護者懇談会（10/9）
就職セミナー（福井会場）（10/9）
学内インフルエンザ予防接種

就職ガイダンス⑦「後期スタートアップ講座」（10/7）
就職ガイダンス⑧「学園理事長から就活生に向けて」
（10/28）

※ 自己分析・履歴書の書き方・面接対策・グループディス
カッションは各学科にて実施

女子全日本学生選手権大会（ホッケー部）
全日本吹奏楽コンクール（吹奏楽部）
全日本学生柔道体重別選手権大会（柔道部）
全日本学生剣道優勝大会（剣道部）
全日本学生馬術大会（馬術部）

11 学内インフルエンザ予防接種 留学生ガイダンス①②（11/4・11/18）
就職試験対策講座「WEB模試受検会」（11/4）
就職ガイダンス⑨「業界・企業研究講座」（11/11）
就職ガイダンス⑩「就活本番に向けたES対策講座」（11/25）

全日本ホッケー選手権大会（ホッケー部）
全日本学生柔道体重別団体優勝大会（柔道部）
全日本学生馬術選手権大会（馬術部）
日本カヌースプリント長距離選手権大会（カヌー部）
秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会（バレーボール部）
全日本学生ホッケー選手権大会（ホッケー部）
日本パラ水泳選手権大会（水泳部）
全日本大学空手道選手権大会（空手道部）
全日本女子学生剣道優勝大会（剣道部）
日本学生ゴルフ王座決定戦（ゴルフ部）

12 TOEIC学内試験（12/11） 就職ガイダンス⑪「合同企業研究会の参加の仕方」（12/2）
就職ガイダンス⑫「web面接＆選考対策講座」（12/9）
学内企業合同研究会（12/20～23）

全日本男子ホッケー選手権大会（ホッケー部）
全日本都道府県対抗剣道優勝大会（剣道部）
全日本女子学生剣道選手権大会（剣道部）
全日本学生剣道選手権大会（剣道部）
全日本学生剣道オープン大会（剣道部）

1 証明写真撮影会（1/12・19）
就職ガイダンス⑬「総まとめ就活直前講座」（1/13）
学内企業合同研究会（1/25～31）

2 海外語学研修 2年生対象就職ガイダンス「就活直前講座」（2/2） 日本陸上競技選手権大会20km競歩（陸上競技部）

3 学位記授与式（3/15） 都市圏就職活動セミナー（名古屋・大阪） 全日本アンサンブルコンテスト（吹奏楽部）

令和3年度 後援会　事業計画

※新型コロナウイルス感染症の影響により変更・延期・中止となることがございます。



 70th Japan
  University
Baseball Federation 令和3年6月7日に、第70回全日本大学野球選手権記念大会が開幕し、本学硬式野球部が10大会連続43回目の出場を

果たしました。本学硬式野球部は、全国の強豪校に次々と勝利し、決勝戦まで勝ち進みました。
決勝戦は惜敗しましたが、創部初の準優勝という輝かしい成績を収めました。

祝！準優勝！

学生ロビーに展示されました▶
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 70th Japan
  University
Baseball Federation

第70回
【全日本大学野球選手権記念大会】

　創部初の準優勝という結果を残せたことに
とても嬉しく思います。
　準優勝という結果を残すことができたの
は、保護者の皆様をはじめとする多くの支え
があったからです。
　また、日頃から学生コーチ、 学生マネー
ジャーのサポートがあり、選手が野球に集中
できる環境を作ってくれていたことも、準優
勝できた要因だと思います。
　「結束力」というチームスローガンのもと、
全員が一つになり、 全員の力で掴み取った
準優勝だと思います。

　今大会は、4年間の集大成を見せることが
でき、 その結果準優勝することができて大
変嬉しく思います。
　その中で、サポートしてくれた仲間達に恩
返しができたのかなと思います。
　私は、1年生の頃から怪我に苦しみました
が、サポートしてくれた両親には、大変感謝
しています。
　後輩達には、 今、 試合に出られていない
選手も上を見続けて、 諦めずに必死で練習
して、チーム全員で日本一を掴み取ってもら
いたいです。

　今大会を通して、改めて多くの方々に支え
られてプレーすることができていると感じま
した。
　創部初の準優勝という結果に素直に嬉しく
思いますが、チームの目標である「福井か
ら頂点へ」には、あと一歩届きませんでした。
　チームとしても、悔しい思いをし、個人的
にも、今大会の結果に満足していないため、
投手としての全てのレベルをあげ、 今秋、
来年と全国の舞台で頂点を取れるように頑
張って参ります。

主将：井元 勘太（内野手）
【4年：スポーツ健康科学科】

木村 哲汰（外野手）
【4年：スポーツ健康科学科】

立石　健（投手）
【3年：経営情報学科】
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保
護
者
の
皆
様
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ご
子
息
・

ご
息
女
の
教
育
に
つ
き
ま
し
て
ご
心
配
な
こ
と
と

思
い
ま
す
。
以
下
に
電
気
電
子
工
学
科
で
の
授
業

実
施
状
況
に
つ
き
ま
し
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
は
全
科
共
通
の
取
り
決
め
と
し
て
、

月
曜
日
、
木
曜
日
に
教
養
科
目
を
集
中
さ
せ
、
遠

隔
授
業
を
行
う
一
方
、
火
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜

日
に
は
専
門
科
目
を
集
め
、
原
則
対
面
授
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

「
講
義
科
目
」

　

講
義
科
目
に
つ
い
て
は
、
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
た
上
で
全
て
の
科
目
で
対
面
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
遠
隔
授
業
（「m

anaba

」
を
使
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
）
も
受
講
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
海
外
に
い
る
留
学
生
が
日
本
に
入

国
で
き
な
い
場
合
、
日
本
に
い
る
学
生
が
新

　

機
械
工
学
科
で
も
他
学
科
と
同
様
に
、
令
和
三

年
度
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
で
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
月
、

水
、
金
曜
日
に
専
門
科
目
を
対
面
で
行
な
い
、
火
、

木
曜
日
に
教
養
科
目
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
お
い
て
は
昨
年
度
の
経
験

を
活
か
し
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ラ
イ

ブ
で
の
学
生
と
の
会
話
の
機
会
を
増
や
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
課
題
の
解
答
と
そ
の
評
価
に
よ
る

個
々
の
学
生
へ
の
指
導
の
機
会
を
増
や
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

対
面
授
業
で
は
、
講
義
形
式
、
実
験
実
習
形
式
、

い
ず
れ
の
授
業
に
お
い
て
も
、
従
来
よ
り
も
広
い

教
室
を
使
用
し
た
り
ク
ラ
ス
を
分
割
す
る
な
ど
の

工
夫
を
進
め
、
学
生
間
の
距
離
を
保
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
情
に
よ
り
登
校
し
て
の
対
面
授
業
が
受

け
ら
れ
な
い
学
生
や
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
よ
り
県

外
を
訪
れ
た
学
生
が
一
時
的
に
利
用
で
き
る
よ
う

専
門
科
目
に
つ
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
も
併
設

し
て
い
ま
す
。

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、
感
染
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
発
熱
し
た
り
、
濃
厚
接
触

者
と
認
定
さ
れ
登
校
で
き
な
い
場
合
、
さ
ら
に
は

何
ら
か
の
理
由
で
対
面
授
業
を
欠
席
し
た
場
合
な

ど
に
備
え
た
も
の
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
対
面

授
業
の
復
習
と
し
て
使
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
資

料
の
配
布
や
学
生
と
の
質
疑
応
答
の
道
具
と
し
て

も
有
効
な
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
去
っ
た
後
に

も
有
効
利
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
実
験
科
目
」

　

電
気
電
子
工
学
実
験
は
、
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
た
上
で
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
授
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
験
は
班
分

け
を
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
班
を
さ
ら
に
二
分
割
し
、

十
名
程
度
の
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に

分
け
対
面
で
行
っ
て
い
ま
す
。
授

業
の
最
初
に
行
う
実
験
の
解
説
は

「m
anaba

」
を
使
っ
て
事
前
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
実
験
後
に
提
出
す
る
「
レ
ポ
ー

ト
」
指
導
は
、
実
験
テ
ー
マ
に
応

じ
て
対
面
あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン

（M
icrosoft Team

s

を
用
い
た
双

方
向
授
業
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
研
究
に
つ
い
て
も
対

面
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
多
く
の
授
業
で
遠
隔

授
業
を
強
い
ら
れ
て
き
た
学
生
の

皆
さ
ん
は
、
対
面
で
の
授
業
が
開

始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
き
生

き
と
し
て
授
業
を
受
け
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

主任　青山隆司

工学部

電気電子工学科

主任　西岡岳

工学部

機械工学科

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
科
の
授
業
実
施
状
況

特
集

大教室での講義風景

「電気電子工学実験」の準備風景
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コロナ禍における学科の授業実施状況

主任　宮本裕司

工学部

建築土木工学科

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
新
学
期
が
始
ま
り

ま
し
た
。
新
一
年
生
に
と
っ
て
は
大
学
生
と
し
て

新
し
い
生
活
が
始
ま
り
、
専
門
科
目
を
学
び
、
キ
ャ

ン
パ
ス
で
友
と
語
ら
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
全
て
の

授
業
を
対
面
で
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
建
築
土
木

工
学
科
で
も
全
学
年
と
も
リ
モ
ー
ト
と
対
面
の
科

目
に
分
け
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

専
門
科
目
の
基
礎
と
な
る
科
目
や
、
実
習
・
実
験

と
設
計
の
科
目
に
つ
い
て
は
対
面
で
の
授
業
を
行

い
、
教
員
と
学
生
と
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
で
き
る
限
り
と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
特
に
一
年
生
と
昨
年
度
も
リ
モ
ー

ト
授
業
で
あ
っ
た
二
年
生
は
同
じ
学
科
の
仲
間
同

士
で
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
少
な
く
、
友
人
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
も

あ
り
、
学
生
た
ち
が
交
わ
る
場
を
ど
の
よ
う
に
増

や
し
て
い
く
か
が
教
員
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
教
員
と
し
て
は
リ
モ
ー
ト
授
業
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
昨
年
度
の
経
験
を
活
か
し
て
リ
バ
イ
ス
し
、

学
生
が
興
味
を
も
っ
て
聴
講
で
き
る
よ
う
努
力
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

次
に
在
学
生
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
た
上
で
の
学
生

た
ち
の
頑
張
り
で
、
例
年
以
上
に
多
く
の
学
生
が

資
格
を
得
て
お
り
、
今
後
も
支
援
を
続
け
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
三
年
三
月
卒
業
生

の
就
職
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
下

で
学
生
た
ち
は
戸
惑
い
な
が
ら
の
就
活
で
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
学
生
が
希
望
通
り
の
就
職
先
に

就
く
高
い
就
職
率
で
し
た
。
ま
た
現
在
就
活
を

行
っ
て
い
る
学
生
た
ち
の
内
定
状
況
も
極
め
て
良

好
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
後
援
会
の
皆
様
が
た

の
支
援
の
お
陰
で
あ
り
感
謝
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

設計科目の風景

　

本
学
科
は
原
子
力
工
学
や
放

射
線
に
関
連
し
た
講
義
を
軸
に

実
験
や
実
習
を
組
み
合
わ
せ
て
、

多
角
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
定
員
二
十
名
の
小
さ
な
学

科
で
す
が
、
同
級
生
同
士
あ
る

い
は
先
輩
後
輩
の
学
生
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
変
良

好
な
学
科
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
員
と
学
生
の
距
離
も

近
く
、
そ
れ
が
教
育
指
導
あ
る

い
は
進
路
指
導
に
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
当
初
よ
り
対
面
授

業
の
全
面
再
開
の
期
待
も
高
ま

り
、
四
月
三
日
に
は
新
入
生
を

対
象
に
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ
、

ま
た
新
二
年
生
、
大
学
院
二
年

生
に
対
し
て
は
歓
迎
式
が
四
月

十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
二
年
生
あ
る
い
は
大
学
院
二

年
生
は
、
昨
年
度
に
入
学
式
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
歓
迎

式
と
し
て
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事

は
原
子
力
技
術
応
用
工
学
科
の

み
の
行
事
で
は
な
く
、
大
学
全

体
と
し
て
の
行
事
で
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
大
学
生
あ
る
い
は
大

学
院
生
と
し
て
の
自
覚
を
促
し

た
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
今
年
度
は
授
業
再
開
を
目
指
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
四
月
の
半
ば
に
は
コ
ロ
ナ
の
罹

患
者
が
急
増
し
た
た
め
、
授
業
の
全
面
再
開
は
控

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
大
人
数
が
集
ま
る
授
業
科
目
は
遠
隔
で
、
比

較
的
少
人
数
の
専
門
科
目
は
対
面
授
業
を
行
う
と

い
う
形
態
で
授
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
面
授
業
に
関
し
て
は
、
手
指
の
消
毒
は
も
と
よ

り
、
換
気
の
徹
底
、
マ
ス
ク
着
用
の
義
務
化
を
行

主任　西嶋茂宏

工学部

原子力技術応用工学科
い
つ
つ
授
業
を
行
い
、
授
業
後
は
机
椅
子

の
消
毒
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
対
面
授
業

を
通
し
て
の
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
の
防
止
に
努

め
つ
つ
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

学
期
の
当
初
は
、
対
面
授
業
に
慣
れ
て

い
な
い
せ
い
か
、
学
生
た
ち
は
短
時
間
で

疲
れ
た
様
子
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
熱
心
に
授
業
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
遠
隔
授
業
だ
っ
た

た
め
か
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
を
必
ず
し
も

理
解
し
て
い
な
い
領
域
も
あ
る
よ
う
で
し

た
。
今
年
度
の
授
業
で
は
、
そ
れ
ら
も
カ

バ
ー
し
つ
つ
も
本
来
学
ぶ
べ
き
領
域
に
つ

い
て
の
授
業
を
展
開
し
て
お
り
、
対
面
授

業
の
効
果
が
出
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
工
夫
を
こ
ら
し
た
授
業
も
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
工
夫
の
一
つ
が
、

対
面
授
業
と
遠
隔
授
業
を
併
用
す
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
授
業
で
す
。
こ
れ
は
、
緊
急
事

態
宣
言
あ
る
い
は
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置

が
指
定
さ
れ
た
地
域
か
ら
の
学
生
の
通
学

が
制
限
さ
れ
た
た
め
の
対
処
策
と
し
て
始

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
結
果
と
し
て
、
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
の
副
反
応
で
登
学
で
き
な

く
な
っ
た
学
生
に
対
処
す
る
こ
と
も
で
き

る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
写
真
は
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
授
業
の
対
面
授
業
の
風
景
と
、
そ

の
際
の
遠
隔
授
業
の
Ｐ
Ｃ
の
画
面
で
す
。

こ
の
日
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
の
た
め

登
学
で
き
な
か
っ
た
学
生
が
、
遠
隔
授
業
で
十
六

人
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
ま
す
。
様
々
な

工
夫
を
行
っ
た
た
め
、
今
年
度
は
学
生
ど
う
し
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
生
も
生
き
生
き
と
大
学
に
通
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
時
に
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
を
意
識
し
、
会
話
を

セ
ー
ブ
す
る
よ
う
に
注
意
を
促
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
学
生
た
ち
は
お
し
な
べ
て
充
実
し
た
学
生

生
活
を
再
開
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
生
活
環
境
や
勉
学
環
境
は
改
善
し

9



オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
、
資
料
配
布
に

Ｌ
Ｍ
Ｓ
を
使
用
し
、
資
料
の
閲
覧
、
復
習
、

さ
ら
に
レ
ポ
ー
ト
作
成
や
提
出
を
指
導
し
て

い
ま
す
。　

　

実
験
・
実
習
授
業
で
は
対
面
で
の
実
施
が

中
心
と
な
り
ま
す
が
、
三
密
回
避
の
た
め
学

生
を
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
異
な
る
テ
ー
マ
を
与
え
、
従
来
の

二
倍
以
上
の
ス
ペ
ー
ス
で
、
複
数
の
教
員
が

対
面
指
導
を
並
行
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
対
面
が
必
須
で
な
い
Ｐ
Ｃ
利
用
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
作
成
・
提
出
な
ど
は
、
Ｌ
Ｍ
Ｓ
を
通
じ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
昨
年
度
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経

て
、
学
生
の
Ｉ
Ｔ
や
Ｐ
Ｃ
の
能
力
は
確
実
に
向
上

し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
学
修
意
欲
の

低
い
学
生
に
お
い
て
は
、
知
識
の
修
得
に
は
困
難

が
多
く
、
ま
た
、
学
生
間
の
切
磋
琢
磨
の
機
会
が

奪
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
人
間
的
成
長
も
遅
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
す
べ
て
の
学
生

へ
の
〝
教
育
の
質
の
維
持
〟
を
念
頭
に
、
各
授
業

形
態
の
長
所
を
生
か
し
な
が
ら
、
指
導
方
法
の
よ

り
一
層
の
工
夫
が
必
要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

た
と
は
い
え
、
大
学
の
機
能
は
完
全
に
復
帰
し

た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
困
難
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就
職
状
況

は
七
月
十
九
日
現
在
、
大
学
院
生
三
名
全
員
の
就

職
の
内
々
定
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
部

学
生
四
年
に
は
二
十
三
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す

が
、
十
一
名
が
内
々
定
を
得
て
お
り
、
六
名
が
大

学
院
志
望
で
す
。
大
学
院
志
望
の
う
ち
一
人
が
大

阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
に
、
ま
た
今
一
人
が

福
井
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
応
用
理
工
学

専
攻
に
進
学
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
他
四
名
の

大
学
院
希
望
学
生
は
、
入
学
試
験
日
が
間
近
な
た

め
、
受
験
準
備
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

四
年
生
の
う
ち
一
人
が
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
し
て

活
躍
中
で
す
が
、
並
行
し
て
卒
業
研
究
に
も
努
力

し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
就
職
希
望
学
生
で
現
在

も
就
職
活
動
中
の
学
生
は
二
十
三
名
中
四
名
で
、

順
調
に
就
職
活
動
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
環
境
に
お
き
ま
し
て
も
、
百
％
の
就
職
率
を

ハイブリッド授業の対面授業

遠隔操作の PC 画面

目
指
し
て
就
職
指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

当
学
科
の
特
徴
の
一
つ
は
放
射
線
取
扱
主
任
者

の
資
格
取
得
を
推
奨
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
昨
年

度
は
、
一
人
の
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
、
三

人
の
第
二
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
の
合
格
を
出
し

て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
、
学
生

た
ち
が
努
力
し
た
結
果
と
高
く
評
価
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
上
述
の
ご
と
く
、
実
験
や
対
面
授
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
実
施
に
関
し

て
は
注
意
深
く
三
密
を
避
け
つ
つ
、
綿
密
な
指
導

計
画
を
立
案
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ご
安
心

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

環
境
食
品
応
用
化
学
科（
元
、

環
境
・
食
品
科
学
科
）
で
は
、

月
・
火
・
木
曜
日
に
実
験
実
習

科
目
を
含
め
た
専
門
科
目
を
対

面
授
業
で
実
施
し
、
水
・
金
曜

日
に
は
教
養
科
目
を
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
研
究
や
大
学
院
生

の
特
別
研
究
な
ど
に
つ
い
て

は
、
対
面
を
中
心
に
指
導
教
員

の
判
断
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
部
の
授
業
で

は
、
対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
授
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
物
理
化
学

Ⅰ
（
二
年
生
対
象
）
で
は
、
対

面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

並
行
し
て
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
際
、
二
つ
の
教
室
を
使
い
、

M
icrosoft Team

s

を
各
部
屋

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
表
示
し

な
が
ら
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
共

有
し
て
い
ま
す
。
音
声
は
、
対

面
で
は
マ
イ
ク
を
使
い
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
ス
ク
リ
ー
ン
表
示

と
配
信
を
同
時
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
小
テ
ス

ト
な
ど
を
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（m

anaba

）
で
学
生
に
事
前
に

配
信
し
、
学
生
が
す
ぐ
に
回
答
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
双
方
向
対

応
も
可
能
に
し
て
お
り
、M

icrosoft Form
s

で

ア
ン
ケ
ー
ト
や
小
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
回
答
の
集

計
を
通
じ
て
、
間
違
い
の
多
い
課
題
に
つ
い
て
は

適
宜
説
明
時
間
を
長
く
す
る
な
ど
、
臨
機
応
変
な

授
業
進
行
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
食
品
環
境
化
学

概
論
（
一
年
生
対
象
）
で
は
、
六
名
の
教
員
が
オ

ム
ニ
バ
ス
形
式
で
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
基
本
、

対
面
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
担
当
教
員
が
緊

急
事
態
宣
言
地
域
か
ら
勤
務
し
て
い
る
場
合
に
は

主任　矢部希見子

環境情報学部

環境食品応用化学科
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コロナ禍における学科の授業実施状況

　

私
た
ち
大
学
関
係
者

も
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
に
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
入
学
し
た
て
の
一

年
生
は
、
ま
だ
専
攻
分

野
に
分
か
れ
て
い
な
い

た
め
大
人
数
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ク
ラ
ス
を
二

分
し
て
リ
モ
ー
ト
授
業

と
対
面
指
導
と
を
使
い

分
け
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
授
業
で
、
両
方
の
「
い

い
と
こ
取
り
」
が
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。
他
の
学
年
に
つ
い

て
も
、
学
生
が
発
熱
し

た
場
合
や
就
活
の
た
め

に
感
染
拡
大
地
域
へ
出

か
け
た
後
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
遠
隔
会
議
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
指
導
し
、
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
し
な

が
ら
丁
寧
で
効
果
的
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
部
の
行
動
に
制
限
が
あ
る
と
は

い
え
、
学
生
た
ち
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
謳
歌

し
な
が
ら
、
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

六
月
か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
は
じ
ま
り
、
学
生

だ
け
で
な
く
教
職
員
の
多
く
も
接
種
し
ま
し
た
。

今
後
は
安
心
感
も
増
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
引
き

続
き
感
染
防
止
対
策
に
は
万
全
を
期
し
ま
す
が
、

な
に
よ
り
大
学

内
に
感
染
を
持

ち
込
ま
な
い
こ

と
が
一
番
大
切

で
す
。
保
護
者

の
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
・
ご
協

力
を
、
あ
ら
た

め
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

と
い
う
特
殊
な
環
境
の
な
か
で
、
大
学
生
と
し
て

の
学
び
の
ペ
ー
ス
が
つ
か
め
な
く
な
っ
た
学
生
も

い
る
こ
と
か
ら
、
例
年
以
上
に
細
や
か
な
支
援
の

必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨
年
度

の
遠
隔
授
業
で
運
用
し
始
め
ま
し
た
統
合
学
習
管

理
シ
ス
テ
ム
「m

anaba

」
を
対
面
授
業
で
も
活
用

す
る
こ
と
で
、
授
業
で
配
付
し
た
資
料
や
内
容
の

配
信
か
ら
、
受
講
生
が
授
業
内
容
を
い
つ
で
も
ど

こ
で
で
も
再
確
認
で
き
理
解
の
助
け
と
な
り
、
た

と
え
学
習
に
遅
れ
が
出
て
も
取
り
戻
せ
る
よ
う
な

仕
組
み
を
い
く
つ
か
の
科
目
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「M

icrosoft 
Team

s

」
を
使
い
、
外
部
有
識
者
の
話
を
遠
隔
聴

講
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
学
科
は
、
県
内
企
業
と
協
働
学
習
の
場
を

創
設
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
、
一
年
生

と
三
年
生
の
授
業
で
経
営
者
の
方
を
迎
え
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
」
や
「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」、

「
顧
客
満
足
度
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

教
養
科
目
に
つ
き
ま
し
て
は
引
き
続
き
遠
隔
の

授
業
と
し
て
、
他
方
、
講
義
に
よ
っ
て
は
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み

合
わ
せ
て
実
施
し
た

授
業
も
あ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
長
所
、
短

所
を
見
極
め
な
が
ら

よ
り
良
い
学
び
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
後

期
は
今
以
上
に
さ
ら

に
よ
り
良
い
学
習
環

境
が
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
く
所
存

で
す
。
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
も
ご
理
解
の
ほ
ど

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

対面授業風景

リモート授業風景

対面が再開した実習授業の様子

　

昨
年
度
は
ほ
と
ん
ど
の
授
業
を
遠
隔
で
実
施
し

ま
し
た
が
、
今
年
度
の
前
期
か
ら
は
教
室
当
た
り

の
定
員
と
換
気
を
管
理
す
る
こ
と
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
予
防
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
専
門

科
目
に
つ
き
ま
し
て
は
対
面
授
業
を
再
開
し
て
い

ま
す
。
学
生
の
理
解
度
を
確
認
し
な
が
ら
、
あ
る

い
は
学
生
と
議
論
し
な
が
ら
講
義
を
進
め
る
こ
と

は
、
対
面
で
あ
れ
ば
こ
そ
可
能
で
あ
り
、
そ
の
意

義
を
学
生
、
教
員
双
方
と
も
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
当
学
科
は
実
習
や
演
習
を
取
り
入
れ
た
授
業

が
多
く
、
疑
問
点
や
不
明
な
と
こ
ろ
を
、
そ
の
都

度
、
教
員
や
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
質

問
を
す
る
こ
と
で
、
理
解
が
よ
り
深
ま
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
二
年
生
は
初
め
て
「
生
」
で
大
学
の

講
義
を
受
講
し
、
友
人
が
で
き
、
食
堂
や
図
書
館

を
利
用
す
る
と
い
っ
た
、
よ
う
や
く
例
年
ど
お
り

の
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
喜
ぶ

姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
通
常
の
学
生

生
活
の
な
か
で
積
極
的
に
学
習
に
取
り
組
む
学
生

が
い
る
一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
在
宅
学
習

　

デ
ザ
イ
ン
学
科
は
設
立
か
ら
十
二
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
そ
の
間
一
貫
し
て
実
習
・
演
習
中
心
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
実
際
に
手
を
動
か
し
て
作

品
を
制
作
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
本
学
科
の
特

徴
で
あ
る
実
習
・
演
習
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

と
っ
て
、
ま
さ
に
試
練
の
時
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
授
業
ス
タ
イ
ル
を
大
き
く
変
更
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
の
は
昨
年
の
前
期
の
み
で
し
た
。
昨

年
の
後
期
か
ら
は
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
対
面
指
導

に
戻
し
、
現
在
で
は
教
養
科
目
な
ど
一
部
の
科
目

を
除
い
て
、
ほ
ぼ
平
時
と
同
じ
よ
う
に
対
面
授
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
宿
泊
を
伴

う
見
学
旅
行
や
感
染
拡
大
地
域
に
出
か
け
る
よ
う

な
課
外
活
動
は
ま
だ
実
施
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

全
国
的
に
は
リ
モ
ー
ト
授
業
中
心
の
大
学
が
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
る
な
か
で
、
本
学
は
か
な
り
積
極
的

な
姿
勢
を
取
っ
て
い
ま
す
。
幸
運
に
も
こ
れ
ま
で

感
染
の
影
響
を
受
け
ず
に
授
業
を
進
め
ら
れ
た
の

は
、
大
学
を
あ
げ
て
の
教
職
員
の
努
力
は
も
と
よ

り
、
学
生
諸
君
の
自
覚
や
ご
家
庭
の
ご
理
解
・
ご

協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

主任　山西輝也

環境情報学部

経営情報学科

主任　川島洋一

環境情報学部

デザイン学科
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員
と
直
接
英
語
で
会
話
で
き
、「
使
え
る
」「
伝
わ
る
」

英
語
を
身
に
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、
多
く

の
学
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

後
援
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
学
生
活

動
の
各
種
支
援
を
は
じ

め
、広
報
や
通
信
事
業
、

保
護
者
懇
談
会
事
業
な

ど
、
多
方
面
に
わ
た
り

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
十
月
発

行
の
「
後
援
会
会
報

六
十
一
号
」
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

科
の
対
応
お
よ
び
学
科

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し

た
が
、
そ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
は
現
在
も
続
い

て
い
ま
す
。
た
だ
現
在

は
、
対
面
授
業
も
交
え

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

で
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。m

anaba

と
い
う

ク
ラ
ウ
ド
型
の
教
育
支

援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
授

業
の
様
子
を
前
々
回
発

行
の
六
十
一
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
本
学
科

の
坂
﨑
貴
彦
教
授
が
そ
のm

anaba

の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
機
能
を
利
用
し
、
と
て
も
有
効
な
方
法
で
学

生
に
課
題
を
与
え
て
い
ま
す
の
で
、
坂
﨑
教
授
に

執
筆
を
お
願
い
し
ご
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
公
欠
・
就
職
活
動
に
よ
り
欠
席
す
る
学

生
に
対
す
る
課
題
に
つ
い
て
～m

anaba

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
機
能
を
利
用
し
て
～
」

（
坂
﨑
貴
彦
教
授
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
殆
ど
の
授
業
が
遠
隔
と
な
っ
た
昨

年
度
と
異
な
り
、
自
分
自
身
が
単
独
で
担
当
し
て

い
る
四
科
目
は
全
て
が
対
面
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
も
、
学
生
に
よ
る
部
活
動
・
就
職
活

　

日
頃
よ
り
、
福
井
工
業
大
学
の
教
育
活
動
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

基
盤
教
育
機
構
が
担
当
す
る
教
養
科
目
（
人
文

社
会
、
外
国
語
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
工
学
・
科
学

基
礎
系
）
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
令
和
三
年

度
前
期
も
遠
隔
授
業
に
て
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ

ド
型
の
学
習
管
理
シ
ス
テ
ムm

anaba

を
利
用
し

た
授
業
配
信
や
、M

icrosoft Team
s

を
使
っ
た

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
、
各
教

員
が
工
夫
し
て
授
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
、
英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
は
、

希
望
す
る
学
生
を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
事
前
予
約
制
に
て
、
授
業

実
施
期
間
中
の
夕
方
、
毎
日
「
英
会
話
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
外
国
人
教

主任　戎　利光　教授　坂﨑貴彦

スポーツ健康科学部

スポーツ健康科学科

基盤教育機構長　蔵田浩之
基盤教育機構

動
の
躍
進
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
ど
う

し
て
も
授
業
を
直
接
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

学
生
に
対
し
て
は
、
個
別
に
課
題
を
与
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
四
月
か
ら
そ
の
よ
う
な
際
に
、
学
生
が
研

究
室
を
訪
ね
て
課
題
を
受
け
取
る
手
間
を
省
く
た

め
、
右
の
写
真
の
よ
う
にm

anaba

の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
機
能
を
利
用
し
、
対
象
者
に
対
し
て
は
基
本

的
に
一
週
間
以
内
に
課
題
を
提
出
す
る
よ
う
、
個

別
に
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。
時
間
の
ロ
ス
も
少

な
く
、
個
別
指
導
が
で
き
、
課
題
の
提
出
状
況
も

良
好
で
す
。 

　

こ
の
よ
う
に
、
坂
﨑
教
授
を
は
じ
め
、
本
学
科

の
多
く
の
教
員
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
工
夫
し
た

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎日開催される「英会話カフェ」の様子

リモート授業風景

manaba 上のプロジェクト管理画面
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後期行事予定
月 日 行　　　事

9月 13日㈪～ 17日㈮ 後期受講登録ガイダンス

27日㈪ 後期授業開始

10月 9日㈯～ 10日㈰ 大学祭

11日㈪ 大学祭　後片付け

12月 27日㈪〜
冬季休業

  1月 〜 5日㈬

月 日 行　　　事

  1月 6日㈭ 授業再開

14日㈮ 大学入学共通テストに
伴う休校日

中旬 学園成人式

上旬～下旬 卒業研究発表会

  2月 5日㈯～ 春季休業

  3月 15日㈫ 学位記授与式

31日㈭
春季休業終了
学年終了

※上記日程は変更となる場合があります。

【目　的】
学生が本学の提供する情報サービスを安全に利用するため、学生が所持するノートパソコンのセキュリティ環境を整え、セキュ
リティ意識を高めることを目的としています。

【意義】
学生は自身のノートパソコンからセキュリティ講習会を受講することにより、身近にリスクが潜んでいることを認識し、セキュリ
ティ対策を講じることが重要であることを再確認することができます。

【前期の現状】
全学生を対象とするセキュリティ講習会は、コロナ禍において現在も対面による講習会が行えない状況にあります。そのため、
インターネット上に講習会のテキストを公開し、大学内だけでなく自宅からも講習会の受講を可能にしています。

【今後の予定】
前期同様、インターネット上へ講習会テキストの公開を9月の後期受講登録ガイダンス前に予定しており、学生には学内外を問
わず受講を可能にする予定です。

【保護者へのメッセージ】
保護者の皆様におかれましてはセキュリティ講習会の目的と意義をご理解いた
だいたうえで、ご子息・ご息女にセキュリティ講習会を受講するよう、お声がけ
いただければ幸いです。

セキュリティ講習会　　　情報メディア課
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　本学の障害学生とその保護者の皆様を対象に就職セミナーを行います。ハローワークや社会福祉法人、本学
の就職支援の担当者から、就職活動やインターンシップについての情報やポイントをお伝えします。今後の就
職活動について、準備する機会として、ぜひご参加ください。

【日　　時】令和3年10月9日（土）13：00 ～ 15：00
【対象学年】1 ～ 4年生（発達障害・精神障害・身体障害等のある方）
【参加申し込み】大学ホームページの問い合わせフォームよりお申し込みください。
　福井工業大学ホームページ ＞ 在学生の方へ ＞ 在学生向けお問い合わせフォーム
　　http://www.fukui-ut.ac.jp/ut/information/student/contact/（右・QR コード）
　　①  問い合わせフォームに必要事項を入力する。　※電話番号も必ず入力してください。
　　②「ご質問項目」にて「心の相談，障害学生の修学支援に関すること」を選択する。
　　③「ご質問内容」に「障害学生・保護者対象就職セミナー参加希望」と入力し、送信する。
　　　申込受付後、改めて担当者よりご連絡いたします。なおご連絡までお時間がかかる場合がございます。

【申込締め切り】令和3年10月2日（土）

障害学生・保護者対象就職セミナーのご案内

　学生生活支援室では、学生のみなさんが充実した大学生活を送れるよう、

授業への取り組み方や、将来への不安、友人関係のことなど、学生からの

様々な悩みに対する相談を受け付けております。臨床心理士、保健師、社

会福祉士が在籍し、それぞれの専門性を活かし、数多くある大学の中から

本学を選んでくれた学生にとって、少しでも安心して楽しい大学生活とな

るよう、教職員が協力し、サポートしています。

1　利用について（相談・フリースペース）
　新型コロナウイルス感染防止対策を行いながら開室しております。もし何か困ったことがあれば、お気軽にご相談

ください。対面以外での方法でも要望があれば対応しております。フリースペースも開室期間中は開放しております

ので、来学した際はぜひご利用ください。

2　障害のある学生の支援について
　学生生活支援室は障害を持つ学生の修学面の支援に関する相談窓口となっております。大学生活において配慮が必

要な場合、随時相談を受け付けておりますので、ご相談ください。

学生生活支援室のご案内

場　　所：FUT シナジー館3階
開  室  日：月曜日～金曜日（平日）
開室時間：9：00 ～ 17：00
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学内奨学金制度紹介
１ 特待生奨学金
学納金50％減免
対　　象：学部2年次以上または大学院博士前期課程
条　　件：前学期末までの成績 GPA 評価3.80以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと） 

2 学習奨励金
5万円給付
対　　象：学部2年次以上（大学院は対象外）
条　　件：前学期の成績 GPA 評価3.80以上かつ前学期の修

得単位数が15単位以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）

3 育英奨学金
学納金30~70万円減免
対　　象：学部2年次以上、大学院全学年及び家計急変者
条　　件：保護者の前年度年収が400万円以下かつ前学期末

までの成績 GPA 評価2.70以上または、家計急変事
由が発生した場合

募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）
	 家計急変については随時申請（※該当年度のみ適用）

4 スポーツ特待生奨学金
大会成績等により学納金又は授業料減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り

対　　象：スポーツ実績評価型選抜による入学予定者または
在学生

条　　件：本学の規程による 

5 災害特別奨学金
学納金等減免又は災害援助金支給
対　　象：入学予定者または在学生
条　　件：被害状況による
募集期間：随時（ただし、被災日より1年以内）

6 兄弟学費減免奨学金
学納金50％減免
※申請年度のみ適用
対　　象：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在籍している

場合、希望する1名に対して減免 
条　　件：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在籍している

こと
募集期間：年1回（4月〜 5月頃）

7 外国留学奨励奨学金
学納金の半額を上限に、渡航費、生活補助費または、留学先の
学費の一部補助
対　　象：学部2年次以上及び大学院全学年
条　　件：交換留学生または認定留学生として認められた者

8 大学院進学奨励奨学金
（第1種） 学納金50％減免
（第2種） 国立大学授業料標準額と本学学納金との

差額を減免
※最大2年または3年間。毎年度末に継続審査有り
対　　象：本学が指定する入試区分で受験した入学予定者
条　　件：本学の規程による

9 離島・沖縄県出身者支援奨学金
国立大学標準額と本学学納金との差額を減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り

対　　象：当該地域からの入学予定者
条　　件：保護者が当該地域に居住かつその地域において収

入を得ていること

10 特別奨励金
奨励金支給
対　　象：在学生
条　　件：取得した資格、修めた大会成績による
募集期間：随時

11 推薦選抜奨学金
授業料50％減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り
対　　象：本学が指定する入試区分で受験した志願者（一部入

試区分では希望者のみ）
条　　件：基礎学力検査の合計点が100点満点中80点以上の

得点者

12 一般選抜奨学金
（一種）授業料全額免除
（二種）学納金50％減免
※最大4年間。毎年度末に継続審査有り
対　　象：一般選抜 A 方式Ⅰ期及び大学入学共通テスト利用

選抜Ⅰ期の志願者
条　　件：入学試験の合計点が一定の基準を満たしている者

のうち成績上位者

13 高大連携協定校特別奨励金
入学金減免
対　　象：�高大連携協定校に在籍している生徒で、指定校推薦

選抜の入試区分にて出願する者
条　　件：高大連携協定校特別奨学金採用基準を満たしている者

奨学金についての問い合わせ：学務課／☎0776‒29‒7867
修学支援法に基づく奨学金との併用については別途お問い合わせください。
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本
学
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
す
る
政
府
方
針
に

基
づ
き
、
福
井
県
と
連
携
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
本
学
学
生
及
び
教
職

員
を
対
象
と
し
て
六
月
下
旬
よ
り
一
回
目
、
七
月
下
旬
よ
り
二
回
目
の
学
内
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
学
生
は
延
べ
一
、五
〇
一
人
、
全
体
の
約
六
十
四
％
の
学
生
が
大
学
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
ま
し
た
。

　
若
い
世
代
は
免
疫
を
作
る
過
程
で
の
副
反
応
が
強
い
た
め
、
発
熱
や
接
種
部
位

の
痛
み
等
で
翌
日
、
翌
々
日
の
対
面
授
業
を
欠
席
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
学
生
も

い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
で
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
、
教
員
よ
り
配
慮
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
学
生
も
安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
学
生
に
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
書
」

を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
母
子
手
帳
と
一
緒
に
保
管
す
る
等
、
大
切
に
扱
う
よ
う

伝
え
て
い
ま
す
。

　
六
割
以
上
の
学
生
が
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
学
内
で
の
集
団
免
疫
獲
得

の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
が
、
後
期
も
引
き
続
き
マ
ス
ク
の
着
用
や
こ
ま
め
な
手

指
消
毒
等
の
感
染
対
策
は
継
続
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
対
面
授
業
や
学
内
で
の

活
動
時
間
の
増
加
等
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
の
び
の
び
と

大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
一
助
に
な
っ
た
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　
今
回
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望

し
な
か
っ
た
学
生
も
含
め
、
今

後
も
一
人
一
人
が
「
自
分
が
感

染
し
な
い
」「
他
の
人
に
感
染

さ
せ
な
い
」
た
め
に
、
基
本
的

感
染
予
防
対
策
の
継
続
を
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
毎
年
希
望
者
を
対
象
に
大
学
構
内
に

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
通
常
医
療
機
関
で
受
け
ま
す
と
、
約
三
千
〜
四

千
円
か
か
り
ま
す
が
、
学
内
で
受
け
る
場
合
、
後

援
会
・
学
生
健
康
保
険
組
合
の
補
助
を
受
け
、
学
部

生
は
千
五
百
円
、
大
学
院
生
は
二
千
五
百
円
の
自

己
負
担
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（※

今
年
度

は
学
内
で
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
の
み
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　
例
年
十
月
〜
十
一
月
に
二
回
実
施
日
を
設
け
て

い
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
、
学
内
掲
示
や
大
学

Ｈ
Ｐ
、
学
生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
で
案
内
が
出
ま

し
た
ら
、
医
務
室
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学
内
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
一
人
一
人
が
感
染
予
防
対
策
に
取
り
組

ん
だ
た
め
、
学
内
で
一
人
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患

者
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
は
全
て
の
感
染
症
対
策
に
通
じ
ま
す
。

　
マ
ス
ク
の
着
用
・
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
手
指
消
毒
・

３
密
の
回
避
、
な
に
よ
り
自
身
の
健
康
管
理
が
大
切

で
す
。
大
学
生
の
う
ち
に
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

自
己
管
理
能
力
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

基
本
的

感
染
予
防
対
策
を

継
続
し
ま
し
ょ
う
。

医務室よりお知らせ
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昨年度は学内にてキャリアリーダーズキャンプ
（早期就活集中セミナー）を実施

就職ガイダンスをオンラインにて実施

学内にてインターンシップ企業説明会を実施

キャリアセンターでは、コロナ対策をしっか
りとした上で、学生の皆様と対面またはＷｅ
ｂにて相談を受け付けています。学生の皆
様が、コロナ禍の状況の中でも、自信を
持って就職活動ができるよう、万全の就職
サポート体制でバックアップしています。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
株
と
い
う
生
存
手
段
を
用
い
て
人
類
に
挑
戦
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

昨
年
度
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
企
業
の
採
用
活
動
の
不
安
定
さ
も
今
し
ば
ら
く
一
定
の
状
況

に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

が
終
息
し
た
訳
で
は
な
く
、
ま
だ
世
界
中
を
脅
威
の
中
に
引
き
ず
り
込
む
気
配
を
消
失
さ
せ
て

は
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
大
学
で
は
で
き
る
限
り
対
策
を
講
じ
な
が
ら
対
面
と

rem
ote

に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
授
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
企
業
側
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
対
応
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
就
職
活

動
支
援
体
制
を
柔
軟
か
つ
迅
速
に
整
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
、
学
生
の

皆
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
に
特
に
配
慮
し
た
就
活
相
談
業
務
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
三
月

卒
業
生
の
就
職
率
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
９
８
・
８
％
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ご

家
族
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
あ
っ
て
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長　

 

島 
田
　
茂

就
職
に
か
か
る
社
会
の
状
況

コ
ロ
ナ
禍
で
の
柔
軟
・
迅
速
対
応
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

学生と対面にての相談
ソーシャルディスタンスを守って…
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月　　　日 行　　　　　　　　　　　　　　事　　　　　
３月29日（月）～４月2日（金） 前期受講登録ガイダンス（３年…就職登録票配布）

４月下旬～５月中旬 特別講座開講説明会 ( 全学年対象）（基本情報技術者・宅地建物取引士・公務員試験対策等）

４月15日（木） （5限目） インターンシップＡ①Ｂガイダンス（海外インターンシップ参加希望者別室にてガイダンス）
　※インターンシップＡ講義（～７月）⇒インターンシップ実習（夏休み）⇒県報告会（11/3 ）⇒成果発表会（11/6 ）

４月22日（木） （5限目） 就職ガイダンス①「就活準備スタートアップ講座（サイト登録）」マイナビ コロナ禍状況によりオンラインに変更
５月５日（水） 福井県インターンシップ受入れ企業　企業説明会（商工会議所）　福井県緊急事態宣言の為、中止

５月　６日（木） （5限目） インターンシップ講義② manaba
５月13日（木） （5限目） インターンシップ講義③ manaba
５月20日（木） （5限目） 就職ガイダンス②「インターンシップのための～ＥＳ対策講座～」　マイナビ　オンライン
５月27日（木） （5限目） インターンシップ講義④ manaba　

５月27日（木）28日（金） ミニ合同企業説明会（福井県企業限定）
６月２日（水）・３日（木） ミニ合同企業説明会（兵庫県企業限定）オンライン

６月３日（木） （5限目） インターンシップ講義⑤ manaba
６月10日（木） （5限目） インターンシップ講義⑥ manaba
６月17日（木） （5限目） 就職ガイダンス③「インターンシップのための～自己分析講座～」　マイナビ　オンライン

６月23日（水）～25日（金） インターンシップ企業説明会
６月24日（木） （5限目） インターンシップ講義⑦ manaba
７月１日（木） （5限目） インターンシップ講義⑧ manaba
７月８日（木） （5限目） 就職ガイダンス④「インターンシップのための～身だしなみ・マナー講座」　マイナビ　オンライン
７月15日（木） （5限目） インターンシップ講義⑨ manaba
７月22日（木） A Ｍ インターンシップＡ（経営者協会）事前研修会   オンライン
７月29日（木） （5限目） インターンシップ講義⑩ manaba
７月１８日（土） 就活手帳・就職登録票の発送　対面ガイダンスにて配布予定
夏期休暇中 インターンシップＡ　企業研修実施
８月５日（木） （5限目） 就職ガイダンス⑤「前期総まとめ講座」マイナビ　オンライン

8月30日（月）～ 9月1日（水） キャリアリーダーズキャンプｉｎみさきち（早期就活集中セミナー）（3日間）　

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ 事 業
８月～３月 ２月実施 海外インターンシップ募集開始　２年生対象（９月～１２月事前研修 9月海外渡航手続き開始 ３月成果発表会）

後　　　　　　　　　期　
９月1３日～ 17日 後期受講登録ガイダンス

９月30日（木） （5限目） 就職ガイダンス⑥「自己分析 Web テストフォローアップガイダンス」　ベネッセ　
10月7日（木） （5限目） 就職ガイダンス⑦「後期スタートアップ講座」　マイナビ
10月21日（木） （5限目） 「業界・職種研究座談会」福井北ロータリークラブ　
10月28日（木） （5限目） 就職ガイダンス⑧「学園理事長から就活生に向けて」（金井講堂＋YouTube）

11月３日（水・祝） インターンシップＡ（経営者協会）事後研修会　　

11月４日（木） （5限目） ＊留学生ガイダンス１「就活スタート講座」　マイナビ　（開催方法未定）

11月4日（木）同時開催 （5限目） 就職試験対策講座「ＷＥＢ模試受検会」　予約制50名　マイナビ
１1月11日（木） （5限目） 就職ガイダンス⑨「業界・企業研究講座」　マイナビ　
11月18日（木） （5限目） ＊留学生ガイダンス２「履歴書対策講座」　マイナビ　（開催方法未定）
11月25日（木） （5限目） 就職ガイダンス⑩「就活本番に向けた ES 対策講座」　マイナビ　
12月2日（木） （5限目） 就職ガイダンス⑪「合同企業説明会の参加の仕方」　キャリアセンター　
12月9日（木） （5限目） 就職ガイダンス⑫　「WEB 面接＆選考対策講座」　マイナビ　

12月20日（月）～ 23日（木）予定 学内企業合同研究会（対面）
１月１3日（木） （5限目） 就職ガイダンス⑬　「総まとめ 就活直前講座」　マイナビ
１月１2日（水） 11 〜 15時 証明写真撮影会 
１月19日（水） 11 〜 15時 証明写真撮影会

1月25日（火）～ 31日（月）予定 ※土日除く 学内企業合同研究会（対面）　
2月2日（水） （5限目） ＊【２年生対象】就職ガイダンス　「就活直前講座」　マイナビ　

３月 都市圏就職活動セミナー　就職ＥＸＰＯ（マイナビバスツアー　名古屋）未定
３月 都市圏就職活動セミナー　就職ＥＸＰＯ（マイナビバスツアー　大阪）未定

４月～３月 個別指導（学科別）（エントリーシート、履歴書添削、模擬面接）（オンラインによる支援も含む）
個別説明会・個別研究会　随時実施

2021年度　進路・就職支援行事計画
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　令和3年度の保護者懇談会は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、福井地区
を除く、石川・富山・滋賀・関西・東海の全5地区の会場と福井キャンパスにいる教員をオン
ラインでつなぐ面談形式で実施しました。各会場の参加者は次の通りです。

　コロナ禍による、対面授業やクラブ活動に一部制限がある中、担当教員と就職を支援す
るキャリアセンタースタッフがご子息・ご息女の現状について、お伝えするとともに保護
者の方と情報を共有しました。
　参加いただきました保護者の方からは、コロナ禍における普段の授業、就職活動の現状
を聞くことができ、満足とのお話をいただきました。

開催地区 期　　日 会　　　　　場 参加者数
福井地区 5月29日（土）10：00 ～ 福井工業大学　福井キャンパス 16名

滋賀地区 6月 6 日（日）10：00 ～ ホテルサンルート彦根 6名

富山地区 6月13日（日）10：00 ～ 富山国際会議場 8名

東海地区 6月20日（日）10：00 ～
希望者自宅にてオンラインで面談

（※名古屋ガーデンパレスの開催は中止）
1名

関西地区 6月27日（日）10：00 ～ 大阪ガーデンパレス 2名

石川地区 7月4日（日）10：00 ～ 石川県勤労者福祉文化会館 2名

合　　計　 35名

福井工業大学
保護者懇談会開催報告

令和3年度

開催一覧開催一覧
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06 大学への意見、要望・ご感想があれば
ご記入ください（抜粋）

・1人1人をこんなにしっかり見ていただけることに大変感謝しております。
・リモートでいいので来年も個別懇談会があればいいと思いました。
・年間行事を早く出してほしいです。
・今の2年生は大学生活に乗り遅れている感がありますのでそのあたりの
ケアをお願いいたします。（クラブ活動、大学生活等）
・コロナで親も大学へ行けないので懇談会の回数が増えるとよいです。
先生方いつもありがとうございます。

05 学生へのサポート等について
要望があればご記入ください。

・コロナワクチンの接種
・奨学金の受給
・資格を取るときの交通、ホテルなどアドバイス

04 就職セミナーオンデマンドは
視聴されましたか

03 後援会のHPをご覧になったことはありますか

02 教員との個別面談について
01 本日の地区懇談会へ参加を決めた

理由についてお伺いします（複数回答可）

・今年度入学したため知らなかった。
・知らなかった。
・余裕がない。
・やり方が分からなかった。
・期限内に見ることができなかった。
・まだ就職の事まで考えられない。

・大学での様子、就活についてある程度理解できた。
・成績だけでなく、いろんな話ができてよかった。
・丁寧で細かく本人のことを話して頂き助かった。学習面においても足りな
い点を親も知れて良かった。
・素敵な先生方にご指導していただいて学生生活のこと、きちんと授業を受
けているかなどの話が聞けて嬉しかった。
・教授の方と大学の進め方、学生の様子がわかってとてもよかった。
・知りたかった事を詳しく説明して頂け不安に思っていた事も解決できた。
いろいろ話を聞く事が出来たのでとても良かった。
・話しやすく、聞きたい事は話させて頂けた。
・電話では話した事のある先生とパソコンを通してだが対面で話ができ安心
した。ありがとうございました。
・勉学に関しても就職活動についても大変丁寧にお教えいただき安心した。
・大学にも担当教員がいると知り、（電話もしてくれると知り）心強く、ありが
たいと思った。

視聴していない理由

視聴していない
77.1%

十分満足できた
91.4%

まあ満足できた
8.6%

子供の大学の様子が
気になったから

30%

就職や資格の
状況について
知りたいから

20%

教員（担当教員）と
話がしたかったから

20%

勉学等について
不安なことが
あるから
12%

コロナ禍で大学との
接触の機会が減ったため

9%

見たことがある
60.0%

ない
37.1%

視聴した
17.1%

無回答
5.7%

無回答
2.9%

その他 1%

奨学金や学費について
知りたいから 1%

自宅近くの開催だから
7%

令 和 3 年 度 保 護 者 懇 談 会アンケート

※アンケートにご回答いただいたご意見を次回以降の運営・実施に反映できるよう検討させていただきます。21



　2020年度は新型コロナウイルス感染症拡大のため学内での TOEIC 試験
は実施を見送りましたが、2021年度は再開しています。
　個人申込による学外受験の TOEIC 公開試験は感染予防のため受験者数を
制限している影響で受験の予約が取りづらい状況が続いており、また受験料
の値上げも行われています。そのため後援会からの受験料の一部補助により
格安で受験できる学内団体受験をぜひ活用していただきたいと思います。
　本学では、ＴＯＥＩＣの成績が一定の基準を満たすと単位が認定された
り、学内特別奨励金を受けることができるなどの制度があります。
　最近では、多くの企業が語学力を求めており、自身の英語力を確認するこ
と、また、四年間の中で英語力を伸ばすことは大変重要です。
　ご子息・ご息女へぜひ受験を勧めてみてはいかがでしょうか。

TOEIC
実施報告

第1回　5月29日（土）� 152名

第2回　7月10日（土）� 86名

今年度実績

第3回　10月30日（土）

第4回　12月11日（土）

今年度の今後の試験実施予定日

受験料
・学外で受験をする場合	 7,810円
・学内で団体受験をする場合	 1,000円

実際は3,130円であるが、後援会から2,000円の
補助などを受けているため

学内特別奨励金
・	150,000円	 （TOEIC スコア900点以上）
・	 80,000円	 （TOEIC スコア800点以上）
・	 40,000円	 （TOEIC スコア700点以上）
・	 8,000円	 （TOEIC スコア600点以上）
・	 5,000円	 （TOEIC スコア500点以上）
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個 別 相 談
11：00 〜 12：00

“聞いてみたい ?
 あんなこと&こんなこと”

　　 対応  本学キャリアセンター職員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

就
職
活
動
に
つい
て
考
え
る

例えば、
就活への手助け、

アドバイスの
ノウ - ハウ

etc

就 職 セミナ ー

10：00 〜 11：00
「就職活動を取り巻く状況について」

　　 講師  外部講師

令和3年度  福井工業大学  後援会

就職セミナー

会場 福井工業大学 福井キャンパス
福井市学園3−6−1

10：00 〜
10月9日土

後援会ホームページより、Web申込み可能
福井工業大学 後援会事務局   TEL:0776-29-7864

申し込み先・お問い合わせ  

重 要 申込後、受付完了メールをお送り致します。「koenkai@fukui-ut.ac.jp」からの
メールを受信できるように設定をお願い致します。

申込期日／令和3年 9月29日（水） 申し込みページ
QRコード

後日、来学できなかった方に対してオンデマンド配信を予定
しております。詳細は後援会 HP に後日掲載いたします。

23



申し込みページ
QRコード

教職員との親睦・交流の場として、保護者個別懇談会を開催いたします。
学修状況、就職、学生生活等についてお気軽にご相談ください。

多数のご出席をお待ちしております。

10/9土
13：00〜16：00

会　　場

参加方法

申込方法

申込期日

福井工業大学　福井キャンパス

事前申込制

福井工業大学　庶務課へ
ホームページ（Web）にて
電話もしくは、E-mail にて
電話：0776-29-7864
E-mail：koenkai@fukui-ut.ac.jp

令和3年9月29日（水）

■	学業、就職、学生生活、大学院進学、
	 カウンセリング等に関する相談について

内　　　　　容

・懇談順は、申込順とさせていただきます。
・教員手配や資料準備等がございますので、
　事前申込をいただきますようお願い致します。
・懇談開始時刻は、10月1日以降に事務局より
　随時連絡を致します。
・オンラインでの面談をご希望の方は、
　別途ご連絡をお願い致します。

令和3年度

秋季保護者
個別懇談会の
ご案内


